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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 笹川慶子氏が提出した博士学位請求論文は次のように構成されている。 
 
  序論 ユニヴァーサル映画のアジア展開―トム・D・コクレンとアジア 
  第 1 部 大阪映画産業の誕生とアジア―帝国キネマ演芸 
   第 1 章 日本映画史の中の大阪―阪東妻三郎と大阪映画産業 
   第 2 章 大阪映画文化の誕生とその変遷―都市の変容と映画館 
    【付表】大阪千日前界隈の映画館 
   第 3 章 大阪映画制作史―山川吉太郎と帝国キネマ演芸株式会社 
   第 4 章 京城における帝国キネマ演芸の興亡―朝鮮映画産業と帝国日本の映画興行 
   第 5 章 帝国キネマ演芸と台湾―京城との比較において 
    【付表】台北・芳乃亭（芳乃館）興行記録 
  第 2 部 横浜における映画産業とアメリカ―大正活映 
   第 1 章 大正活映の興亡と大正末期の日本映画産業 
   第 2 章 東洋汽船の映画事業参入と近代日本―東洋フィルム会社の創設 
   第 3 章 20 世紀初頭の世界流通変動とアメリカ映画のアジア市場開拓 
   第 4 章 ベンジャミン・ブロツキーと環太平洋映画交渉―アメリカ、中国、日本 
   第 5 章 ベンジャミン・ブロツキーの制作した 2 つの紀行映画 
    【付表】大正活映直営・浅草千代田館の上映記録 
  第 3 部 近代アジアにおける欧米日の映画産業の興亡 
   第 1 章 パテ社のマニラ進出とマニラ映画文化の変容 
   第 2 章 マニラ映画市場における欧米の葛藤―アメリカ映画の台頭 
   第 3 章 フィリピンにおける日米映画競争 
        ―日比合作映画『あの旗を撃て』の幻影 
    【付表 1】マニラ市の映画会社一覧 
    【付表 2】マニラ市の映画館一覧 
   第 4 章 シンガポール映画市場におけるパテ社の進出と日本 
   第 5 章 アジア映画市場と日本映画―大東亜共栄圏における日本映画輸出 
  結論 主要参考文献 
 
 以上が、笹川慶子氏の論文の構成である。本論文は 19 世紀末期に欧米で開発された映
画が、アジアにおいていかに展開したかを論述したものである。 
序論「ユヴァーサル映画のアジア展開―トム・D・コクレンとアジア」において、アメ
リカの映画会社の中でいち早くアジア市場に注目したユニヴァーサル映画社とそのアジア
への伝道師であったトム・D・コクレンのアジアへの進出の状況を指摘する。 
第 1 部「大阪映画産業の誕生とアジア―帝国キネマ演芸」として、第 1 章では、日本映
画史に占める大阪の歴史的背景を阪東妻三郎と大阪映画産業との関係において述べる。第
2 章は、大阪における映画文化の誕生とその変遷として大阪の都市の変容と映画館がどの
ように関係するかを論証し、とくに大阪の千日前から周辺へ拡散した映画館の興亡を記し
ている。第 3 章は、大阪における映画製作史を述べ、その製作に関与した大阪の興行師山
川吉太郎と大阪で誕生した帝国キネマ演芸株式会社との関係を考証する。第 4 章は、日本
の植民地時代の京城に進出した帝国キネマ演芸の興亡を通じて朝鮮半島での映画産業を日
本との関係において記述する。第 5 章は、植民地の台湾における帝国キネマ演芸と台湾と
の関係を京城との比較において、具体的に台北・芳乃亭（芳乃館）の興行記録をもとに明
らかにする。 
第 2 部「横浜における映画産業とアメリカ―大正活映」では横浜と映画産業の関係を論
述する。第 1 章は、東洋汽船の創業者浅野総一郎と息子良三の資本提供により設立された
大正活映の興亡を通じて大正末期の日本の映画産業を俯瞰している。第 2 章は、東洋汽船
会社が映画事業へ参入した契機となった東洋フィルム会社について述べる。第 3 章は、20
世紀初頭の世界の映画の流通がどのように変動し、アメリカ映画がアジア市場へ進出した
経緯を論証する。第 4 章は、アメリカに移民したロシア人であったベンジャミン・ブロツ
キーが、アメリカや中国そして日本においてどのように映画製作と興行に携わったかを述
べる。第 5 章は、そのベンジャミン・ブロツキーが制作した 2 つの紀行映画である『経過
中国』と『ビューティフル・ジャパン』の内容を解説し、大正活映が直営した浅草千代田
館の上映記録を発掘している。 
第 3 部「近代アジアにおける欧米日の映画産業の興亡」では、アジアに目を向け、第 1
章は、フランスの映画会社パテ社がフィリッピンのマニラへ進出し、マニラにおける映画
文化にどのように影響を与えたかを述べる。第 2 章は、そのマニラの映画市場に進出し競
業する欧州の映画会社に対してアメリカ映画企業の躍進について記述する。第 3 章は、フ
ィリピンにおいて日本とアメリカの映画会社がどのような競争を展開したかを日本とフィ
リッピンの合作映画『あの旗を撃て』を通じて述べ、さらにマニラ市で展開した映画会社
や映画館を探索している。第 4 章は、シンガポールの映画市場に着目し、パテ社のアジア
進出と 1900-1910 年代の日本の映画産業との関係を述べる。第 5 章は、アジア映画市場に
対して日本映画が“大東亜共栄圏”構想を背景にどのように進出したかを論述した。 
 結論は、本論文が、アジアにおいて欧米の映画産業さらに日本の映画産業がどのように
展開したかを総括する。 
以上が笹川慶子氏の論文の要旨である。 
 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
笹川慶子氏の論文は、資本力と技術力に勝さる巨大化した欧米の映画産業が、19 世紀末
からアジアの多種多様な国や地域における映画産業・映画文化などにどのように影響した
かを論述した。 
第 1 部において、1890 年代後半からアジアにおける映画の伝播と影響を 1920 年代まで
の大阪を中心に具体的事例として検証した。大阪を中心とした視点は、これまでの映画史
研究が、東京と京都に偏重しているとの課題を克服する新視点であったと言える。さらに
当時の交通機関の発達の状態から見て、とくに汽船の隆盛期と関係するが、大阪は、西日
本の交通の要地のみならず、日本からアジアへの窓口として栄えたとし、映画産業の視点
からのみならず歴史的、社会史的な視点も重要な観点とし、大阪がアジアとの交流の拠点
であり映画草創期における西日本や台湾、朝鮮半島への映画配給の基幹的地位にあったこ
となど、映画史のみならず歴史研究においても新鮮な成果と言えるであろう。 
第 2 部では、1900 年代から 1920 年代までの環太平洋映画交渉として取りあげ、日本近
代産業の発展に貢献した浅野総一郎の映画事業を分析し、日本からサンフランシスコへの
汽船の定期航路を運航した東洋汽船会社の浅野の映画事業が、アメリカの技術や配給網に
頼りつつ、日本の映画産業を近代化し、世界に挑戦した姿を明らかにした。その東洋汽船
会社の基地となったのが横浜であり、横浜に 20 世紀初頭のアメリカが映画がどのように
輸入され、またアメリカ映画企業がアジア市場をどのように認識したのかを、日本側から
アメリカ側からの両視点を構築し太平洋をめぐる映画の展開というユニークな視角を提示
したことなど、これまでの映画史、歴史研究には見られない成果と言えるであろう。 
第 3 部は、20 世紀前半のアジアにおける映画産業の興亡史と言える成果である。アメリ
カの植民地であったフィリピン、イギリスの植民地であったシンガポールを中心とするが、
そこでのフランスの映画会社パテ社やアメリカの映画企業さらには“大東亜共栄圏”構想
を背景にアジアに進出する日本の映画産業などとの競業がどのように展開したかを現地の
一次資料を用いて詳細に考察した成果は、これまでに見られないものと言える。 
本論文は、映画の配給に注目し、これまでの映画史研究では見落とされがちだった映画のグ
ローバルでダイナミックな流通のあり方が実証的に解明され、また日本と日本以外のアジアの
都市との関係や、大阪や横浜といった東京・京都以外の都市の状況を明らかにし、一国主義的
で東京・京都中心の見方が強かった従来の日本映画史研究に対して、広いパースペクティヴと
多面的な観点をもたらすことに成功している。とりわけ映画配給という観点から日本映画の歴
史をグローバルな文脈の中で捉え直し、それを広範囲にわたる調査によって発掘した一次資料
に基づいて実証したという点で、映画史研究にとって重要な貢献となっていると評価できるだ
ろう。 
本論文の課題を敢えて挙げれば、さらに中国やベトナムなどの東南アジアへの展開はど
のようであったか興味がもたれる。今後の研究の進展を期待するものである。 
以上のように、本論文は、19 世紀末から 20 世紀前半における欧米映画のアジアへの伝
播と、その変容をアジアの近代的経験の諸相として広角的視点から解明を試みた 60 余万
字以上からなる斬新な成果である。 
よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
